
平成２年３月第７号
●技術開発の成果を研究発表傘

平成元年度、北見営林支局業務研究発表会が２月上旬．支局で開催されました．発表は17鍵題

にのぼり知床森林センターからは、村上業務係長が「知床のミズナラドングリの結実についてｊ

調充の蛾果.平成元年は2年ぷりの豊作であったこと．落下ﾋﾟｰｸが札幌と10日間程度ずれて

を受けない方が結実丑が多いこと、知床のミズナラは．モンゴリナラの影響が強いと考えられる

今までミズナラは結実鯛在胆録が少ないことから．森林総研、農業高校などの審査員から商い

:平価を得ました。今後とも知床の森林生態系に関連して、着実に研究を進めて行きます。

『知床の護iﾖ;i鬚呰割化る』ご
知床のキノコ類については、1959年に虹井・五十嵐氏による調査が行われたのみで、それ以上

知床森休センターで．1989年秋の森林調在の際に採取・砿露したキノコと．凪井・五十嵐両氏
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合同庁舎完成

今回の飼壷で、ヒラタケ科１穂、マツタケなどのキシメジ科１０

１１K．テングタケ科１穂．ハラタケ科３１in、ヒトヨタケ科．モエギ

タケ科．イグチ科．オニイグチ科各１種、ペニタケ科31,．アン

ズタケ科、ホウキタケ科、イポタケ科各１稲、タコウキン科３稲、

ツチグリ科１梱、ホコリタケ科２稲、アミガサタケ科．ピロネマ

キン科各１iflの17科33轍が新たに砿駆されました．

このうちマツタケは東限の可能性があるようです。これによっ

て、知床では合計22科661mのキノーが確羅されたことに鞍ります

が、全体ではこの３倍は知床に分布するといわれておりますので．

更に調迩を続けて行きます。
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北見地方の木材をふんだんに使った．ログハウス風の知床森林センターと斜里営林本務所の合

同庁舎がこのほど完成しました．新庁舎は木造一部二階趣てで．廷ぺ面積569㎡、外装にエゾマツ

・トトマツの半割り丸太を使用した山小思凰の外観が特徴です．

内編は取務室のほか．知床の動植物を写真パネルなどの資料で紹介する展示寵やビデオ雄ども

使って知床の自然を紹介するセミナー室も股けられています。

建物全体に、構造材としてトドマツ・カラマツなど．内装材としてミズナラ．セン．ニレなど

の北見営林支局管内の国有林から生産された木材を使用しているほか．窓も木材サッシを使用し

ております．普通の木材住宅での木材使用盆は．１㎡当たり0.17㎡ですが．新庁舎では､約0.35㎡

と２倍になっています．

建物を見て、中に入って画

写氏はウスケタ(食用）

鰯騨麺:蹴輯顧蕊流氷＆知床皿顛剛電灯型jご
厳冬の使者“流氷”がオホーツク海を２年ぶりに埋めつくしました．この流氷．最近では冬の

イベントに欠かせないものとなっていますが、斜里町には流氷にまつわる悲惨な歴史が埋もれて
に手に触れて、美しさ．香り．

i且もりなど、木造遮築の持つ

優れた特徴を理解していただ

けるものと思います．

今後は、これらの施設をフ

ルに活用して森林・林業に対

する理解を深めて行く努力を

していきます。

知床においでの照は是非お

寄り下さい．職員が知床の動

植物などについて説明．ご案

内いたします。

います．

1807年北方讐燗のため駐屯していた津軽藩士102名中.72名が越

冬中飢えと寒さからくる浮願病により斜里の地に没したのです｡｢松

前詰合日妃」によると、「一同は海が凍るということは全く知らな

かったことから……日１Ｍじに氷が張り．その上へ氷が押し上げら

れて大山のようになった．ただ驚き入るばかりであった」と流氷

接岸の概子が記されています．その慰盆碑が越冬地に近い砂丘上

で北風にさらされている姿を見ると、戯冬を乗り越える経験を持

たない沌軽藩士の敵は“流氷,'だったと思えます。かって．陸の

孤島と画われた知床は．彩鮮やかな防寒輔に身を包み、流氷にロ

マンを求める旅人で賑わいを燗しています。

流氷はオホーツクの冬の風物時として定君し．旅情を誘う魅力

として黒くてはならないものとなっています．

坐．2

写真は遼氷と知床連山

写真は駈築された合同庁舎


